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スポーツの秋を迎え、体育の日には、各地区の予選を勝ち抜い
てきた町内会チームが集まって、「市民スポーツ大会」が開かれ
ました。各会場でハッスルプレーが続出し声援が送られる中、選
手の皆さんは、さわやかな汗をかいていました。
優勝チーム：古賀島西（ソフトボール）、木場（バレーボール）、三城（ゲ

ートボール）、下久原むつみ会B（グラウンドゴルフ）、サンジョウ（イン

ディアカ男子）、SAN’S大村A（インディアカ女子）

市内の保育園児たちに防火の心を養ってもらおうと、32
の幼年消防クラブ員1,200人が集まって、「ちびっ子防火大
会」が大村消防署で開かれました。煙体験コーナーをはじ
め、チャレンジコーナー、地震体験コーナーなど、参加し
た園児たちは、楽しみながら防火について学んでいました。

市民の皆さんに健康や福祉について一緒に考えてもらおう
と、「健康・福祉まつり」がシーハットおおむらで開かれまし
た。心と体のチェック・食生活・歯の健康・介護コーナーをは
じめ、キャラクターショーなどのイベントも行われ、会場に訪
れた皆さんは、楽しみながら自分の健康状態をチェックしてい
ました。

海や緑に囲まれた森園公園の芝生広場では、秋晴れの
下、郡中学校吹奏楽部やアマチュアバンドなどが出演し
て、野外コンサートが開かれました。空まで音が届くほ
どの開放的なステージで、出演者たちは気持ちよく演奏
し、観客から多くの声援が送られていました。

1010/ ハッスルプレーに声援
－ 第40回おおむら市民スポーツ大会 －

3010/ 天まで届け森園野外ライブ
－ LIVE IN MORIZONO

潮風と緑のコンサート －

1310/ 楽しみながら防火の心を
－ 第18回ちびっ子防火大会 －

健康や福祉を考える
きっかけづくりに

－ 第13回おおむら健康・福祉まつり －

1010/
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コミセンを定期的に利用している120の団体によって、
日ごろの成果を披露する「コミセンまつり」が開かれま
した。展示発表の部ではさまざまな力作が会場いっぱい
に並べられ、舞台発表の部では踊りや演奏などが披露さ
れ、多くの拍手が送られていました。

市
で
は
、
介
護
保
険
施
策
の
企
画
立
案
や

実
施
状
況
な
ど
が
、
市
民
の
意
見
を
十
分
に

反
映
し
た
施
策
と
な
る
よ
う
、
市
長
の
付
属

機
関
と
し
て
大
村
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

（
朝
長
昭
光
会
長
ほ
か
19
委
員
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

同
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

協
議
の
結
果
を
ま
と
め
、
こ
の
ほ
ど
、
松
本

市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
市
内
の
特
定
施
設
入
所
者
生
活

介
護
事
業
所
に
つ
い
て
、
新
設
お
よ
び
増
設

を
平
成
1  8  
年
３
月
3  1  
日
ま
で
見
合
わ
せ
る
よ

う
に
市
が
事
業
者
に
要
請
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介

護
事
業
所
や
痴
ほ
う
性
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
定
員
数
は
国
の

基
準
の
５
倍
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ

以
上
の
新
設
や
増
設
は
、
介
護
保
険

料
の
高
騰
を
招
き
、
適
正
な
介
護
保

険
事
業
の
運
営
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
る
と
危
ぶ
ま
れ
る
た
め
で
す
。

協
議
会
の
意
見
書
は
今
回
で
３
回

目
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
市
内
の

介
護
保
険
制
度
の
実
施
状
況
を
見
守

っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

大
村
市
の
出
身

ま
た
は
ゆ
か
り
が

あ
り
、
国
内
の
ト

ッ
プ
企
業
の
代
表

な
ど
を
務
め
る
大

村
市
顧
問
が
、
シ

ー
ハ
ッ
ト
お
お
む

ら
・
さ
く
ら
ホ
ー

ル
に
一
堂
に
会
し

「
大
村
市
顧
問
会

議
公
開
講
座
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

大
村
市
顧
問
会

議
は
、
大
村
を
知

り
、
国
内
外
の
情
勢
に
も
豊
富
な
知
識
を
持
つ
方
々
か

ら
大
村
市
の
経
済
・
教
育
・
文
化
な
ど
や
、
企
業
誘
致

問
題
な
ど
へ
指
導
・
助
言
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
11
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
年
に
１
回
、
東
京
で
開
か
れ
て
い
ま

し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
村
市
の
将
来
を

考
え
よ
う
と
初
め
て
市
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

国
際
情
勢
な
ど
を
分
析
し
な
が
ら
語
ら
れ
る
６
人
の

顧
問
の
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、

会
場
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
詰
め
か
け
た
市
民
の
皆
さ

ん
は
、
将
来
の
大
村
市
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。

大
村
市
顧
問
会
議
公
開
講
座
の
詳
し
い
内
容
は
、
次

号
の
広
報
お
お
む
ら
１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

―

大
村
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
が

意
見
書
を
提
出
―

―

大
村
市
顧
問
会
議
公
開
講
座
が
開
催
―

1610/ 見事な出来栄え
－ 第25回コミセンまつり －

17･

10／19
介
護
保
険
制
度
の
充
実
の
た
め
に

11／12
将
来
の
大
村
市
を
熱
く
論
じ
て
！
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第44回大村市展入賞者

◎旭日双光章 三原　十一
と い ち

（富の原2丁目）

◎瑞宝小綬章 久保　正徳（古町1丁目）

◎瑞宝単光章 山口　英之（水主町2丁目）

◎緑 綬 褒 章 笹山トヨ子（玖島2丁目）

【市長賞】

小　孝子（洋画）、中島満義（日本画）、井口のり子（書）、

桶本彰（写真）、宮西和代（彫塑工芸）、山本葉寿希（デ

ザイン）

【市議会議長賞】

田中智也子（彫塑工芸）、山道めぐみ（デザイン）

【教育委員会賞】

東真由美（洋画）、下川正子（日本画）

【市文化協会賞】

江口アヤ子（書）、川原修一（写真）

【市美術協会賞】

浦口典太（洋画）、樋口幸治（日本画）、藤松千鶴子（書）、

辻一弘（写真）、田川芳明（彫塑工芸）、金子みゆき（デ

ザイン）

平成16年度大村市教育功労者表彰

1 3個人、1団体に表彰状と記念品が贈られました。

表彰を受けられた人は次のとおりです。おめでとうご

ざいます。（敬称略）

内田民子（坂口町）、渕政子（富の原1丁目）、井上薫

（諏訪2丁目）、田�俊作（神戸市）、松林義明（西宮市）、

宮田健二（調布市）、塩塚八千穂（池田1丁目）、金澤

サヨ子（古賀島町）、田川政訓（松原本町）、吉岡忠則

（水主町1丁目）、西村祐一（東大村小教職員）、窪田喜

代子（竹松小教職員）、中谷美佐男（福重小教職員）、

大村ライオンズクラブ

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

赤池　千歳（徳泉川内町）

田口　恭三（植松1丁目）

中山　増己（日泊町）

平山　松男（鬼橋町）

谷本　勝明（陰平町）

富原　康博（小路口本町）

藤末　富男（片町）

松原　　猛（宮小路1丁目）

溝上　輝昌（竹松本町）

安岡　幸重（富の原2丁目）

山下　　豊（古賀島町）

◎瑞宝双光章

◎瑞宝単光章

大村市中央公民館が

文部科学大臣表彰を受賞しました

平成16年度大村市地球環境保全ポスター入賞者

【小学生の部】

市 長 賞 入口くるみ（竹松小4年）

【中学生の部】

市 長 　 賞 岩崎　友里（萱瀬中2年）

市議会議長賞 平田亜由美（萱瀬中2年）

市 教 育 長 賞 森　　恵美（萱瀬中2年）

【市長賞】 入口くるみさんの作品

【
市
長
賞
】

岩
崎
友
里
さ
ん
の
作
品

大村市中央公民館（コミセン）が、優良公民

館として受賞しました。

これは、大村市の中央館として、子どもたち

の耐える力や生きる力を育てる機会を提供した

り、公民館運営審議会を開催するなど、市内の

公民館活動のリーダー的役割を担い、全国的に

も優れていると認められたものです。

これからも市民の皆さんから愛される公民館

としてまい進して

まいります。どう

ぞお気軽にご利用

ください。
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地域安全活動に、多年にわたりご尽力された功績に

対して表彰を受けられました。おめでとうございま

す。 （敬称略）

◎全国防犯協会連合会表彰

◎九州防犯協会連合会表彰

◎長崎県防犯協会連合会表彰

岡富　貞吉（東三城町）

小玉　泰麿（荒平町）

山崎　　勇（鬼橋町）

平成15年度「大村市地球温暖化対策実行計画」の取組結果

大村市では、二酸化炭素などの温室効果ガスによる地球温暖化を防止するため、市の事務および事業により排出され
る温室効果ガスを、平成11年度と比較して平成17年度までに7.5％削減するように計画しています。この計画に基づき平
成15年度の排出状況を報告します。

長崎県環境美化功労者表彰
地域環境美化活動に、多年にわたりご尽力された

功績に対して表彰を受けられました。おめでとうご

ざいます。 （敬称略）

【個人の部】 堀之内四郎（玖島2丁目）
清水　澄男（松原本町）

【団体の部】 乾馬場町内会（乾馬場町）

ゴミゼロながさき統一標語
◎最優秀賞 藤井美和子（大村小4年）

「リサイクル　くるくるまわって　ゴミはゼロ」

全国・九州・県
防犯協会連合会表彰

※小数点以下は四捨五入のため数値と合計が一致しない場合があります。

●温室効果ガスの
排出状況

基準年度比：1.51％増加

A重油、ＬＰガス、天然ガス、都市ガス、公用車走行距離、一般廃棄物焼却量、下水処理量が増加し、ガソリ
ン、灯油、軽油、電気使用量、廃プラスチック焼却量、笑気ガス使用量が減少しました。

下水処理量の増加に伴うメタン排出量の増加と、A重油使用量増加に伴う二酸化炭素排出量の増加により、温
室効果ガス全体は、基準年度（平成11年度）と比較して1.51％の増加となりました。

その要因としては、市立病院の常時自家発電システムの本格稼働によるA重油の使用量増加に伴う二酸化炭素
の排出量が増加したことによります。

この計画では、市民の皆さんが清掃センターに出される廃棄物量や公共下水道などの使用量も対象になります。
処理量が減れば温室効果ガスの排出量も削減できます。

ごみの分別および節水にご協力をお願いします。

●現状分析

●市民の皆さんへ

■問い合わせ 環境保全課（内線142）

経済産業省功労調査員
感謝状授与

経済産業省が主管する工業統計調査および商業

統計調査に通算1 4回従事され、その功績に対して

感謝状が送られました。おめでとうございます。

（敬称略）

◎授与された人 横野　幸子（富の原2丁目）

大村市金婚祝賀式

1 0月1 3日、結

婚5 0周年を迎え

られた市内在住

のご夫婦 4 7組を

お迎えして大村

市金婚祝賀式を

開催し、お祝い

しました。
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競艇電話投票会員全国一斉募集！
◎募集期間 12月10日～24日

◎利用開始予定日 平成17年3月15日

■問い合わせ 競艇事業部 （54-4111）

障害者週間　12月3～9日
ー共に生きる社会を目指してー

障害を持つ人も持たない人も、地域で生活し、教
育を受け、社会のあらゆる活動に参加する権利があ
ります。

しかし、これまで障害を持たない人を中心にして、
まちづくりや制度づくりが行われてきたため、障害
者にとってさまざまな壁（バリア）があります。例
えば、建物の入口に段差があると、車いすに乗って
いる人は、手助けがないと建物に入れません。そこ
で、スロープをつけて段差をなくすなど、バリアを
なくしていくことを「バリアフリー」と言います。

バリアの中には、障害者に対する差別、偏見、無
関心など、意識上のバリアもあります。

バリアフリーをさらに進め、障害を持つ人も持た
ない人も、お互いに尊重し助け合える社会を目指し
ましょう。

年末の交通安全県民運動
12月12日～31日

スローガン

重 点 目 標 高齢者の交通事故防止、飲酒運転の根絶

夕暮れ時における早め点灯

雨天・曇天時の点灯

「わたしたちの地域発見支援事業」
をご活用ください

住民自らが主体となった地域づくりを支援する
ため、町内会やそのほかの団体に対し、平成1 5年
度から市単独で助成しています。これまで、7件が
採択され、地域の歴史発掘や世代間の交流など、
地域の活性化に役立てられています。

この事業は平成17年度が最終年度です。
地域で困ったことを解決し、地域の活性化を図

ろうと考えている町内会などは、積極的にこの事
業をご活用ください。

この事業に関する相談なども受け付けています。
お気軽にご相談ください。

■問い合わせ 企画調整課（内線222）

まちかど市民ギャラリー

12月の展示作品

■問い合わせ まちかど市民ギャラリー （50-1216）

◎ 1日～ 10日　山口・一山　二人展（押し花・竹彫刻）

◎ 11日～20日　現展大村支部（写真）

◎ 21日～28日　コスメティックフラワー（樹脂粘土）

◎申込先
全国モーターボートテレホン事務センター

�0120－858－006
受付時間　午前9時～午後5時

※電話投票とは、電話、公衆電話、携帯電話、
ＰＨＳなどで舟券を購入できるシステムです。

■問い合わせ 福祉課（内線156）

「ケイタイを　探す手　持つ手が事故を呼ぶ」
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第
３
次
行
政
改
革
実
施
計

画
と
は

市　
民　
の　
理　
解　
と　
協　
力　
を　

得　
な　
が　
ら　
推　
進　
す　
る　
と　
と　

も　
に　
、　
す　
べ　
て　
の　
職　
員　
が　

自　
ら　
の　
問　
題　
と　
し　
て　
コ　
ス　

ト　
意　
識　
を　
持　
っ　
て　
自　
主　
的　

に　
取　
り　
組　
み　
、　
総　
合　
的　
な　

事　
務　
事　
業　
の　
見　
直　
し　
、　
社　

会　
情　
勢　
に　
対　
応　
し　
た　
組　

織　
・　
機　
構　
の　
見　
直　
し　
、　
経　

費　
全　
般　
の　
見　
直　
し　
な　
ど　
に　

よ　
り　
、　
簡　
素　
で　
効　
率　
的　
な　

行　
政　
シ　
ス　
テ　
ム　
を　
構　
築　
し　

て　
い　
く　
も　
の　
で　
す　
。　
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大村城南高校食品製造部

部長　早野真一
はやのしんいち

君（3年）

受　
賞　
お　
め　
で　
と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
す　
。　

ま　
ず　
食　
品　
製　
造　
部　
を　
紹　
介　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

あ　
り　
が　
と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
す　
。　
食　
品　
製　
造　
部　
の　
活　
動　
目　

標　
は　
、　
地　
元　
で　
生　
産　
さ　
れ　
る　
農　
産　
物　
な　
ど　
を　
使　
っ　
て　
、　

新　
し　
い　
食　
品　
を　
開　
発　
す　
る　
こ　
と　
で　
す　
。　
現　
在　
、　
本　
村　
宏　

先　
生　
を　
顧　
問　
に　
、　
私　
を　
含　
め　
９　
人　
で　
活　
動　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

「
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
　
全
国
大
会
」
で

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
大
村
城
南
高
校
食
品
製
造
部
部
長

の
早
野
真
一
君
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

受　
賞　
作　
品　
の　
「　
び　
わ　
ソ　
ー　
セ　
ー　
ジ　
」　
を　
作　
る　
き　
っ　
か　
け　
は　
？　

昨　
年　
の　
部　
長　
が　
、　
自　
宅　
で　
生　
産　
さ　
れ　
て　
い　
る　
び　
わ　
か　
ら　
出　
る　
、　
規　
格　
外　
の　

販　
売　
用　
に　
な　
ら　
な　
い　
も　
の　
を　
、　
ど　
う　
に　
か　
し　
て　
有　
効　
活　
用　
が　
で　
き　
な　
い　
か　
と　

始　
め　
ら　
れ　
た　
研　
究　
で　
す　
。　
私　
た　
ち　
が　
引　
き　
継　
ぎ　
、　
２　
年　
間　
か　
か　
っ　
て　
完　
成　
し　

ま　
し　
た　
。　

「　
び　
わ　
ソ　
ー　
セ　
ー　
ジ　
」　
を　
完　
成　
さ　
せ　
る　
ま　
で　
難　
し　
か　
っ　
た　
と　
こ　
ろ　
は　
？　

す　
ぐ　
に　
色　
が　
変　
わ　
っ　
て　
褐　
色　
に　
な　
っ　
て　
し　
ま　
う　
び　
わ　
の　
果　
肉　
を　
、　
取　
れ　
た　

て　
の　
鮮　
や　
か　
さ　
を　
い　
つ　
ま　
で　
も　
続　
く　
よ　
う　
に　
す　
る　
た　
め　
の　
研　
究　
が　
一　
番　
難　
し　

か　
っ　
た　
で　
す　
ね　
。　

試　
行　
錯　
誤　
の　
末　
、　
果　
実　
か　
ら　
抽　
出　
さ　
れ　
る　
成　
分　
が　
有　
効　
と　
わ　
か　
り　
、　
１　
か　
月　

間　
、　
変　
色　
を　
防　
止　
す　
る　
こ　
と　
に　
成　
功　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
研　
究　
に　
２　
年　
間　
の　
う　
ち　

６　
か　
月　
を　
要　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
間　
、　
県　
工　
業　
技　
術　
セ　
ン　
タ　
ー　
や　
市　
内　
の　
農　
業　
加　

工　
施　
設　
の　
「　
お　
お　
む　
ら　
夢　
フ　
ァ　
ー　
ム　
シ　
ュ　
シ　
ュ　
」　
と　
も　
連　
携　
し　
て　
進　
め　
ま　
し　
た　
。　

１　
つ　
の　
テ　
ー　
マ　
に　
向　
か　
っ　
て　
み　
ん　
な　
で　
取　

り　
組　
む　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
す　
ば　
ら　
し　
い　
こ　
と　

で　
す　
ね　
。　

は　
い　
、　
部　
と　
し　
て　
は　
結　
束　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　

私　
以　
外　
の　
部　
員　
は　
全　
員　
女　
子　
で　
み　
ん　
な　
元　

気　
が　
よ　
く　
、　
自　
己　
主　
張　
も　
強　
く　
、　
意　
見　
集　

約　
に　
は　
苦　
労　
し　
ま　
し　
た　
。　（　
笑　
）　

部　
員　
の　
皆　
さ　
ん　
に　
お　
聞　
き　
し　
ま　
す　
。　
部　
長　

さ　
ん　
は　
ど　
ん　
な　
人　
で　
す　
か　
？　

部　
員　
思　
い　
で　
優　
し　
い　
部　
長　
で　
す　
。　（　
笑　
）　

最　
後　
に　
後　
輩　
に　
は　
ど　
ん　
な　
言　
葉　
を　
送　
り　
ま　

す　
か　
？　

「　
あ　
き　
ら　
め　
た　
ら　
終　
わ　
り　
だ　
！　
何　
に　
で　

も　
根　
気　
強　
く　
や　
る　
こ　
と　
」　
で　
す　
ね　
。　

ぜ
ひ
大
村
の
名
産
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね

◎
乳
児
突
然
死
症
候
群
（　
Ｓ　
Ｉ　
Ｄ　
Ｓ　
）　

ち　
ょ　
っ　
と　
ド　
キ　
ッ　
と　
す　
る　
題　
名　
で　
す　
が　
、　
私　
た　

ち　
大　
人　
は　
大　
切　
な　
幼　
い　
命　
を　
守　
る　
た　
め　
に　
、　
こ　
の　

病　
気　
の　
存　
在　
を　
知　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
こ　
の　
病　

気　
は　
、　
そ　
れ　
ま　
で　
元　
気　
だ　
っ　
た　
赤　
ち　
ゃ　
ん　
が　
、　
原　

因　
不　
明　
で　
突　
然　
、　
睡　
眠　
中　
に　
呼　
吸　
が　
止　
ま　
り　
、　
亡　

く　
な　
っ　
て　
し　
ま　
う　
病　
気　
の　
こ　
と　
で　
す　
。　

欧　
米　
で　
は　
、　
赤　
ち　
ゃ　
ん　
の　
死　
亡　
原　
因　
の　
１　
位　
と　

さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
最　
近　
、　
環　
境　
調　
整　
に　
よ　
っ　
て　

発　
症　
を　
抑　
え　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
が　
わ　
か　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

環　
境　
調　
整　
？　

効　
果　
的　
な　
予　
防　
方　
法　
が　
世　
界　
中　
で　
提　
唱　
さ　
れ　
て　

お　
り　
、　
①　
で　
き　
る　
だ　
け　
う　
つ　
ぶ　
せ　
寝　
を　
や　
め　
る　
。　

②　
ク　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
や　
ソ　
フ　
ァ　
ー　
な　
ど　
の　
柔　
ら　
か　
い　
も　

の　
の　
上　
で　
決　
し　
て　
寝　
せ　
な　
い　
。　
③　
で　
き　
る　
だ　
け　
母　

乳　
で　
育　
て　
る　
。　
④　
赤　
ち　
ゃ　
ん　
の　
い　
る　
所　
で　
た　
ば　
こ　

を　
吸　
わ　
な　
い　
。　
⑤　
暖　
め　
す　
ぎ　
な　
い　
な　
ど　
が　
い　
わ　
れ　

て　
い　
ま　
す　
。　

し　
か　
し　
、　
う　
つ　
ぶ　
せ　
寝　
は　
絶　
対　
ダ　
メ　
、　
人　
工　
栄　

養　
は　
非　
常　
に　
危　
険　
だ　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

赤　
ち　
ゃ　
ん　
が　
い　
る　
所　
で　
た　
ば　
こ　
を　
吸　
わ　
な　
い　
で　
！　

た　
ば　
こ　
の　
ニ　
コ　
チ　
ン　
は　
赤　
ち　
ゃ　
ん　
の　
呼　
吸　
中　
枢　

を　
鈍　
ら　
せ　
、　
無　
呼　
吸　
状　
態　
に　
陥　
っ　
た　
と　
き　
呼　
吸　
が　

戻　
り　
に　
く　
い　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

厚　
労　
省　
の　
Ｓ　
Ｉ　
Ｄ　
Ｓ　
調　
査　
結　
果　
に　
よ　
る　
と　
両　
親　

が　
喫　
煙　
す　
る　
場　
合　
と　
、　
喫　
煙　
し　
て　
い　
な　
い　
場　
合　
で　

は　
発　
生　
率　
は　
４　
・　
７　
倍　
も　
高　
く　
な　
る　
と　
さ　
れ　
、　
間　

接　
喫　
煙　
（　
受　
動　
喫　
煙　
、　
強　
制　
喫　
煙　
）　
の　
強　
い　
影　
響　

が　
指　
摘　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

暖　
め　
す　
ぎ　
て　
は　
ダ　
メ　
！　

赤　
ち　
ゃ　
ん　
は　
睡　
眠　
に　
入　
る　
と　
、　
少　
し　
体　
温　
が　
下　

が　
り　
ま　
す　
。　
し　
か　
し　
、　
衣　
類　
の　
着　
せ　
過　
ぎ　
や　
、　
布　

団　
の　
掛　
け　
過　
ぎ　
は　
、　
赤　
ち　
ゃ　
ん　
の　
体　
温　
下　
降　
の　
妨　

げ　
に　
な　
り　
、　
交　
感　
神　
経　
系　
の　
応　
答　
が　
低　
下　
し　
、　
こ　

の　
よ　
う　
な　
と　
き　
、　
無　
呼　
吸　
状　
態　
に　
陥　
る　
と　
呼　
吸　
が　

戻　
り　
に　
く　
い　
の　
で　
す　
。　

以　
上　
の　
よ　
う　
な　
点　
に　
注　
意　
し　
、　
む　
や　
み　
に　
神　
経　

質　
に　
な　
っ　
て　
怖　
が　
る　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
発　
生　
率　
が　
高　

い　
生　
後　
６　
か　
月　
ま　
で　
の　
間　
は　
親　
や　
家　
族　
が　
い　
つ　
も　

一　
緒　
に　
過　
ご　
す　
と　
い　
う　
こ　
と　
が　
大　
切　
で　
す　
。　
未　
熟　

な　
赤　
ち　
ゃ　
ん　
を　
、　
深　
い　
愛　
情　
で　
守　
っ　
て　
あ　
げ　
て　
く　

だ　
さ　
い　
。　

詳　
し　
い　
情　
報　
は　
市　
立　
病　
院　
の　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　

（　

）　
に　
掲　
載　
し　
て　
い　
ま　

す　
。　
ど　
う　
ぞ　
、　
ご　
覧　
く　
だ　
さ　
い　
。　

◎　
ふ　
れ　
あ　
い　
健　
康　
講　
座　

と　
　　
き　

12
月　
４　
日　
�　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
２　
時　

と　
こ　
ろ　

市　
立　
病　
院　
　　
大　
会　
議　
室　

「　
子　
ど　
も　
の　
急　
病　
へ　
の　
対　
処　
法　

〜　
家　
庭　
で　
で　
き　
る　
こ　
と　
、　
し　
て　
い　
い　
こ　
と　
〜　
」　

講　
　　
師　

市　
立　
病　
院　
小　
児　
科　
　　
福　
田　
晉　
平　

し
ん
ぺ
い

医　
師　

※　
申　
し　
込　
み　
な　
ど　
は　
い　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
お　
気　
軽　
に　
お　

越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　
手　
話　
通　
訳　
も　
行　
い　
ま　
す　
。　

顧問の先生も加わりみんなで文化祭の準備
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平成1 5年度決算を前年度と比較すると、歳入面では自主財源の占める割合が減少し、依存財源においても地

方交付税の占める割合が減少したのに対し、市債の占める割合が増加しています。

歳出面では、人件費と公債費（市債の償還）の占める割合はほぼ横ばいながら、扶助費（生活保護費や福祉

医療費など）の占める割合が増加したため、義務的経費の占める割合が増加しています。これに対し、道路や

公園などの投資的経費が減少するなど、財政の硬直化が進んでいます。

市では年2回財政事情を公表しています。

今回は、平成1 5年度の決算状況と、平成1 6年度上半

期（平成1 6年4月1日～9月3 0日）の予算執行状況につい

てお知らせします。
※今回から全国共通ルールで作成した「決算統計」のデータを使用しています。

●平成15年度一般会計決算の状況

●市民一人あたりに計算すると　383,000円

※（ ）内は平成6年度の数値です。

産
業
の
振
興
に

５
万
３
千
円
（
３
万
９
千
円
）

環
境
・
衛
生
の
向
上
に

２
万
９
千
円
（
３
万
９
千
円
）

教
育
・
文
化
の
振
興
に

３
万
８
千
円
（
４
万
２
千
円
）

福
祉
の
充
実
に

９
万
５
千
円
（
７
万
３
千
円
）

ま
ち
づ
く
り
に

６
万
４
千
円
（
９
万
１
千
円
）

消
防
・
救
急
に

１
万
円
（
８
千
円
）

行
政
・
議
会
の
運
営
に

３
万
９
千
円
（
７
万
４
千
円
）

市
債
の
返
済
に

５
万
５
千
円
（
３
万
円
）
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●大村市の一般会計を家計に置き換えると
平成1 5年度の一般会計決算を給料による収入が4 0 0万円の家計に置き換え、平成6年度の状況と比較しました。

支出の面ではローンの返済（公債費）などの義務的経費が急増し、全体に占める割合も増大しています。

収入の面では、パート収入（競艇事業からの繰入金）がなくなった影響が大きく、給料（市税）などの自主

財源が全体に占める割合も縮小しています。これと併行して親からの援助など（地方交付税など）の依存財源

が占める割合が増大しています。

また、資産の状況をみると収入不足を補ってきた預金もわずかとなり、今後、平成1 5年度と同様の収入不足

を補うことは不可能な状況になっています。
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●同規模の団体と比較してみると

●その他の状況

これまで平成1 5年度の一般会計の決算の状況を見てきま
した。

今度は、ほかの自治体と比較してみましょう。
左の図は、類似団体指標（同規模程度の地方自治体の指

標）と比べた場合のチャート図です。
まず、歳出面では、扶助費や公債費、特別会計への繰出

金の比率が高く、貯金である積立金が低くなっています。
これは、競艇事業から多額の繰入金があったころに拡大

した市独自の福祉施策や、過去に実施した建設事業の財源
となった市債の償還金などの増加によるもので、歳出全体
の肥大化の大きな要因となっています。

一方、歳入面では、市税の比率が低く、地方交付税や国
庫支出金・繰入金の比率が高くなっています。

特に繰入金については、歳出の肥大化によって歳入不足
となり、多額の基金取崩しで不足を補っている状態を表し
ています。

これらのことから、大村市は同規模の自治体と比べると、
大変厳しい財政状況にあると言えます。

【大村市の現状】

こうした状況を打開するため、本市では平成1 5年1 1月に
「大村市財政健全化計画」を策定し、主に市の単独事業を全

面的に見直しました。
その結果、平成1 6年度当初予算は、平成1 5年度に比べて

実質10％の削減を実現することができました。
しかし、国の三位一体改革による国庫補助負担金の廃止

や地方交付税の大幅削減などの影響で、本市の財政を取り
巻く状況はさらに厳しくなっています。

限られた予算を効率的に活用するため、今後もさまざま
な施策に取り組んでいきますので、市民のみなさんのご理
解とご協力をお願いします。

【財政の健全化に向けて】
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●一般会計バランスシートの概要（平成16年3月31日現在）
本市では、市がこれまでに形成してきた資産や負債がどれくらいあるかを把握するため、全国共通のルール

に従って「バランスシート」を作成しています。

バランスシートは、本市が所有する土地や建物といった資産を左側に、資産を購入するための負債や国・県

からの支出金、一般財源（市民の皆さんから納めていただいた税金など）を右側に表示しています。

（下の図はバランスシートをわかりやすく図にしたものです。）
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申　
込　
期　
限　
　　
12
月
21
日
（　
申　
し　
込　
み　
多　

数　
の　
場　
合　
は　
抽　
選　
）　

業
務
内
容
　
①
ご
み
収
集
業
務
　
②
焼

却
炉
施
設
の
点
検
巡
視
業
務
補
助

雇
用
期
間
　
1  2  
月
2  4  
日
〜
平
成
17
年
１

月
６
日
（
1  2  
月
31
日
〜
１
月
３
日
は
休

み
）

雇
用
人
数

①
３
人
　
②
１
人

対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳
〜
50

歳
（
高
校
生
は
除
く
）
の
人
で
、
体
力

に
自
身
が
あ
り
雇
用
期
間
中
は
全
日
勤

務
で
き
る
人

申
込
方
法
　
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し

人
事
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
1  2  
月
１
日
〜
1  3  
日
　

申
込
期
限
　
1  2  
月
９
日

入
居
日
　
平
成
17
年
１
月
１
日

抽
選
日
お
よ
び
場
所
　
12
月
17
日
、
午

前
1  0  
時
　
市
民
会
館

※
空
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住

宅
課
（
内
線
４
４
１
）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
犬
（
身
体
障
害
者
用
介
助
犬
を
除

く
）、
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
類
は
飼
育
で

き
ま
せ
ん
。

【
絵
画
の
部
】

○
版
画
を
含
み
ポ
ス
タ
ー
は
除
く

○
画
題
は
自
由
で
、
画
材
は
ク
レ
ヨ

ン
・
ク
レ
パ
ス
・
水
彩
、
大
き
さ
は
八

つ
切
り
、
ま
た
は
四
つ
切
り
　

【
書
の
部
】

○
課
題

小
１
…
「
う
め
」

小
２
…
「
山
川
」

1  2  
月　
４　
日　
〜　
1  0  
日　
は　
人　
権　
週　
間　

人　
権　
週　
間　
に　
ち　
な　
み　
、　
家　
庭　
内　
の　
も　

め　
事　
や　
、　
隣　
近　
所　
と　
の　
ト　
ラ　
ブ　
ル　
、　
い　

じ　
め　
な　
ど　
の　
人　
権　
に　
関　
す　
る　
悩　
み　
や　
心　

配　
事　
の　
相　
談　
を　
次　
の　
と　
お　
り　
受　
け　
付　
け　

ま　
す　
。　
お　
気　
軽　
に　
ご　
相　
談　
く　
だ　
さ　
い　
。　

○　
特　
設　
人　
権　
相　
談　
所　

と
き

12
月
２
日
、
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

と
こ
ろ

市
役
所
　
第
８
会
議
室

○　
県　
下　
一　
斉　
無　
料　
電　
話　
相　
談　

と
き

12
月
５
日
、
午
前
９
時
〜
午
後

６
時

�
０
１
２
０
｜
７
８
３
｜
８
７
７

と　
き　
　　
12
月
８
日
、
午
後
１
時
3  0  
分
〜

３
時
3  0  
分
　

と　
こ　
ろ　

コ　
ミ　
セ　
ン　
　　

演　
題　
　　
「　
育　
自　

い

く
じ

と　
共
育

き
ょ
う
い
く

」　

講　
師　
　　
酒　
井　
久　
義　
氏　

小
３
…
「
正
月
」

小
４
…
「
文
化
」

小
５
…
「
世
界
」

小
６
…
「
信
念
」

中
１
…
「
発
展
」

中
２
…
「
創
造
」

中
３
…
「
健
康
」（
小
１
か
ら
中
２
ま

で
は
楷
書

か
い
し
ょ

、
中
３
は
行
書
で
も
可
）

対
象

市
内
の
小
・
中
学
生
で　
、　
作　
品　

は　
自
作
で
未
発
表
の
も
の
（
校
内
展
は

除
く
）
で
各
部
門
１
人
１
点
。

申
込
方
法

作
品
に
、
学
校
名
・
学

年
・
氏
名
を
記
入
し
、
コ
ミ
セ
ン
・
各

小
中
学
校
で
配
布
す
る
申
込
書
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

平
成
17
年
１
月
６
日
〜
18

日※
学
校
（
団
体
）
は
、
ま
と
め
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対　
象　
　　
ワ　
ー　
ド　
・　
エ　
ク　
セ　
ル　
基　
礎　
講　
座　

（　
パ　
ソ　
コ　
ン　
の　
基　
本　
操　
作　
が　
で　
き　
る　
人　
）　

と
き

平
成
1  7  
年
１
月
11
日
〜
21
日
の

毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
１
時
3  0  
分
〜

４
時
3  0  
分

と
こ
ろ

情
報
交
流
プ
ラ
ザ

定
員

1  0  
人

受　
講　
料　
　　
１　
、　
０　
０　
０　
円　
（　
テ　
キ　
ス　
ト　
代　
）　

申　
込　
方　
法　

往　
復　
は　
が　
き　
に　
講　
座　
番　
号　

⑲　
・　
住　
所　
・　
氏　
名　
・　
年　
齢　
・　
性　
別　
・　
電　

話　
番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　

０　
０　
２　
２　
　　
雄　
ケ　
原　
町　
１　
、　
２　
９　
８　
｜　

２　
９　
　　
大　
村　
市　
情　
報　
交　
流　
プ　
ラ　
ザ　
」　
ま　
で　

お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　
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第
17
回
子
ど
も
美
術
展
作
品
募
集

コ
ミ
セ
ン
（
54
３
１
６
１
）

年
末
年
始
の
清
掃
セ
ン
タ
ー

ア
ル
バ
イ
ト
員
募
集

人
事
課
（
内
線
２
７
０
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す

市
民
生
活
相
談
室
（
内
線
１
９
３
）

◎納めた保険料は、社会保険料控除の対象です。領収書

は大切に保管しましょう。

もし、紛失したら諫早社会保険事務所で再発行します。

◎保険料の納め忘れはありませんか？

納付期限から２年を過ぎた保険料は納められません。

２年を過ぎた納め忘れは、お早めにご相談ください。

■問い合わせ　諫早社会保険事務所 （25-1666）
保険年金課 （内線113）

I
T
講
習
会
受
講
生
募
集

情
報
交
流
プ
ラ
ザ
（　
5  0  
０　
０　
９　
５　
）　

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

大
村
都
市
開
発
（
54
４
１
５
１
）

ふ
れ
あ
い
講
演
会

コ
ミ
セ
ン
（
54
３
１
６
１
）



…
集
合
場
所
・

…
持
っ
て
く
る
も
の

…
申
込
方
法
な
ど
　

※
１
・
※
３

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
皿
、

型
抜
き
、
フ
ォ
ー
ク
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
材
料
　

※
１

ク
ッ
キ
ー
作
り
　
　
定
員
20
組
（
先

着
順
）
で
12
月
６
日
か
ら
電
話
受
付
。

※
２

牛
乳
パ
ッ
ク
（
１
�
）
２
個
、
折

り
紙
、
は
さ
み
、
の
り

※
３

申
し
込
み
必
要
、
詳
し
く
は
各
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
４

ラ
ッ
プ
の
し
ん
、
折
り
紙
、
は
さ

み
、
の
り

※
５

人
形
劇
　
　
定
員
35
組
（
先
着
順
）

で
12
月
８
日
か
ら
電
話
受
付
。

暮　
ら　
し　
の　
簡　
素　
化　
や　
省　
資　
源　
、　
ゴ　
ミ　

減　
量　
化　
の　
意　
識　
を　
高　
め　
て　
も　
ら　
お　
う　
と　
、　

門　
松　
の　
代　
わ　
り　
の　
「　
門　
松　
カ　
ー　
ド　
」　
頒　

布　
運　
動　
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

価
格
　
5  0  
円
（
２
枚
１
組
）

販
売
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
、
各
出
張
所

販
売
期
限
　
12
月
24
日

と　
き　
　　
12
月　
1  1  
日　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
４　
時　

と
こ
ろ
　
中
地
区
公
民
館

テ
ー
マ
　
ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ
り
　

持
っ
て
く
る
も
の
　
は
さ
み
、
ボ
ン
ド

と　
き　
　　
12
月　
４　
日　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
３　
時　

と
こ
ろ
　
中
地
区
公
民
館

内
容
　
大
型
紙
芝
居
「
か
さ
じ
ぞ
う
」

人
形
劇
「
さ
る
ど
ん
と
か
に
子
ち
ゃ
ん
」

な
ど

と　
き　
　　
12
月　
1  7  
日　
、　
午　
前　
10
時　
30
分　
〜　

と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
　
平
成
1  0  
年
４
月
２
日
〜
平
成
1  2  

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
稚
園
な
ど
に

通
園
し
て
い
な
い
幼
児

と　
き　
　　
12
月　
１　
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
1  1  
時　

と
こ
ろ
　
西
大
村
幼
稚
園

と　
き　

平　
成　
17
年　
１　
月　
14
日　
〜　
２　
月　
18

日　
の　
毎　
週　
金　
曜　
日　
（　
全　
５　
回　
）　、　
午　
前　
1  0  

時　
〜　
1  1  
時　
3  0  
分　

と　
こ　
ろ　

す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　
　　

対　
象　

２　
歳　
児　
親　
子　
　　
定　
員　
　　
1  2  
組　
　　

申　
込　
方　
法　
　　
往　
復　
は　
が　
き　
に　
親　
子　
の　
氏　

名　
・　
子　
ど　
も　
の　
生　
年　
月　
日　
・　
住　
所　
・　
電　

話　
番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　

０　
８　
３　
２　
　　
本　
町　
４　
１　
３　
｜　
２　
　　
子　
育　

て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　
『　
子　
育　
て　
つ　
ど　
い　
講　

座　
』　
係　
」　
ま　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　
　　
平
成
17
年
１
月
５
日
�

対　
象　

小　
学　
校　
入　
学　
前　
の　
乳　
幼　
児　
親　
子　

開　
始　
時　
間　

午　
前　
1  0  
時　
〜　
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1  2  
月
の
子
育
て
つ
ど
い

子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　

（
54
９
１
０
０
）

「
さ
く
ら
荘
」

年
忘
れ
演
芸
大
会

老　
人　
福　
祉　
セ　
ン　
タ　
ー　（

53
１
３
５
２
）

お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

中　
地　
区　
公　
民　
館　

（
53
１
３
７
６
）

1  2  
月
の
幼
稚
園
開
放

西　
大　
村　
幼　
稚　
園　
（
52
４
５
０
２
）

子
育
て
つ
ど
い
講
座

受
講
生
募
集

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
54
９
１
０
０
）

お
は
な
し
の
つ
ど
い

中　
地　
区　
公　
民　
館　

（
53
１
３
７
６
）

新
生
活
門
松
カ
ー
ド

販
売
中コ　

ミ　
セ　
ン　
（
54
３
１
６
１
）は

ん

ぷ
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と　
き　

12
月　
６　
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
３　
時　

と
こ
ろ

セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
（
長
崎
市

筑
後
町
）

持
っ
て
く
る
も
の

①
銃
砲
刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証

審
査
手
数
料
…
新
規
６
、
３
０
０
円

再
交
付
３
、
５
０
０
円
（
再
交
付
は
事

前
に
県
教
育
庁
学
芸
文
化
課
に
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ

県
教
育
庁
学
芸
文
化
課

（
０
９
５
―
８
２
４
―
１
１
１
１
）、
大

村
警
察
署
お
よ
び
派
出
所
、
文
化
振
興

課

と　
き　

12
月　
20
日　
、　
午　
後　
１　
時　
3  0  
分　

と　
こ　
ろ　

市　
役　
所　
　　
第　
５　
会　
議　
室　

公　
売　
方　
法　

一　
般　
競　
争　
入　
札　
　　

最　
低　
価　
格　

３　
万　
円　
（　
税　
別　
）　

代　
金　
納　
付　
期　
限　

即　
納　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　

印　
か　
ん　
（　
代　
理　
人　

の　
場　
合　
は　
委　
任　
状　
）　

公　
売　
台　
数　

若　
干　
数　

※　
Ｎ　
Ｔ　
Ｔ　
の　
譲　
渡　
承　
認　
が　
得　
ら　
れ　
な　
い　

場　
合　
（　
未　
成　
年　
の　
買　
受　
な　
ど　
）　
は　
、　
売　

却　
決　
定　
を　
取　
り　
消　
し　
ま　
す　
。　
な　
お　
、　
公　

売　
開　
始　
ま　
で　
に　
滞　
納　
し　
て　
い　
る　
税　
が　
完　

納　
さ　
れ　
た　
も　
の　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
公　
売　
を　

中　
止　
し　
ま　
す　
。　

調　
査　
区　
域　

木　
場　
２　
丁　
目　
、　
徳　
泉　
川　
内　
町　

内
容

地
籍
調
査
の
た
め
現
地
立
ち
会

い
で
確
認
し
た
境
界
（
筆
界
）
を
測
量

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
調
査
区
域

（
民
有
地
）
に
入
っ
て
の
測
量
や
、
境

界
杭
の
保
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

県
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
、
は
り

紙
・
立
て
看
板
な
ど
は
、
12
月　
６　
日　
〜　

28
日　
に
取
り
除
き
ま
す
。

◇
月
　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
　
◇
火
　
最
近
の
傷
の
処
置
　
◇
水
　
は
し
か
ワ
ク
チ
ン
と
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
　
◇
木
　
糖
尿
病
性
網
膜
症
　

◇
金
　
心
療
内
科
に
つ
い
て
　
◇
土
・
日
　
男
性
の
ク
ラ
ミ
ジ
ア
尿
路
感
染
症
　
■
（
０
９
５
｜
８
２
６
｜
５
５
１
１
・
０
９
５
６
｜
２
３
｜
４
３
０
０
）

12
月
の
健
康
テ
レ
ホ
ン

文　
化　
振　
興　
課　
（
内
線
３
７
２
）

電
話
加
入
権
を
公
売

税　
務　
課　
（
内
線
１
２
８
）

平
成
16
年
度

地
籍
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

用　
地　
課　
（
内
線
３
５
８
）

違　
反　
広　
告　
物　
を　
除　
去　
し　
ま　
す　

都　
市　
計　
画　
課　
（
内
線
４
３
４
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
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◎　
第　
3  5  
回　
県　
教　
職　
員　
文　
化　
美　
術　
展　

と　
き　

12
月
17
日
〜
19
日

と　
こ　
ろ　
　　
諫
早
文
化
会
館

内　
容　
　　
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
デ
ザ
イ

ン
・
書
・
写
真

★
学
校
教
育
課
（
内
線
３
６
４
）

◎　
住　
宅　
金　
融　
公　
庫　
融　
資　
を　
返　
済　
中　
の　

皆　
さ　
ん　
へ　

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
融
資
の
返
済

で
困
っ
て
い
る
人
で
も
、
安
心
し
て
今

後
の
返
済
が
で
き
る
よ
う
に
、
返
済
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

返
済
期
間
の
延
長
な
ど
、
お
客
様
の

状
況
に
応
じ
た
返
済
方
法
の
変
更
に
も

柔
軟
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店

０
９
２
｜
７
２
２
｜
５
０
１
６

◎　
海　
上　
自　
衛　
隊　

ク　
リ　
ス　
マ　
ス　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　

と　
き　
　　
12
月
17
日
、
午
後
６
時
〜
８
時

30
分
（
午
後
５
時
開
場
）

と　
こ　
ろ　
　　
シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　
お　
む　
ら　

出　
演　

趙
国
良
胡
弓
門
下
会
・
西
大
村

中
吹
奏
楽
部
・
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音

楽
隊

入
場
整
理
券
配
布
場
所
　
市
役
所
、
各

出
張
所
、
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
、
大

村
航
空
基
地
な
ど

※
未
就
学
児
の
入
場
は
な
る
べ
く
、
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

★
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地

52
３
１
３
１

◎　
平　
成　
17
年　
度　
放　
送　
大　
学　
学　
生　
募　
集　

学　
部　

教
養
学
部

全
科
履
修
生
（
卒

業
を
目
指
す
）
・
選
科
履
修
生
（
１

年
）
・
科
目
履
修
生
（
６
か
月
）

大
学
院

修
士
科
目
生
（
６
か
月
）

申　
込　
期　
限　
　　
平　
成　
17
年　
２
月
28
日

修　
学　
開　
始　
　　
平　
成　
17
年　
４
月
１
日

★
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

44
１
３
１
３

100歳おめでとうございます

上
本
マ
ス
さ
ん
（
明
治
3  7  
年

1  0  
月
2  7  
日
生
ま
れ
・
草
場
町
）

が
め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
、
親
族
が
集
っ
て
自
宅
で

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。
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◎　
尿　
失　
禁　
に　
関　
す　
る　

電　
話　
相　
談　
窓　
口　
開　
放　

と　
き　

12
月
14
日
〜
18
日
、
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

内　
容　
　　
尿
失
禁
に
関
す
る
悩
み
事
に
、

担
当
の
看
護
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

フ
ァ
ク
ス
で
も
期
間
中
は
24
時
間
受
け

付
け
ま
す
。

★　
長　
崎　
大　
学　
医　
学　
部　
・　
歯　
学　
部　
附　
属　
病　
院　

０
９
５
｜
８
４
９
｜
７
２
８
９

◎　
平
成
17
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信

制
高
校
生
徒
な
ど
学
生
募
集

○
広
域
通
信
制
高
等
学
校
普
通
科
（
３

年
）
・
選
科
（
１
年
）

対　
象　

中
学
校
を
卒
業
し
た
人
（
卒
業

見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
高
等
学
校
を

中
退
し
た
人
な
ど

願　
書　
受　
付　
期　
間　
　　
平　
成　
17
年　
２
月
１
日
〜

４
月
20
日

○
高
等
学
校
専
攻
科
・
社
会
福
祉
コ
ー

ス
（
２
年
）

対　
象　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
（
卒

業
見
込
み
を
含
む
）

願　
書　
受　
付　
期　
間　
　　
平　
成　
17
年　
２
月
１
日
〜

３
月
１
日

○
社
会
福
祉
士
養
成
課
程
（
２
年
）

対　
象　

４
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
人
ま

た
は
短
大
・
高
校
を
卒
業
後
、
福
祉
施

設
で
２
〜
４
年
以
上
の
相
談
援
助
業
務

を
経
験
し
た
人

願　
書　
受　
付　
期　
間　
　　
12
月
21
日
〜
平　
成　
17
年　

３
月
１
日

★　
Ｎ　
Ｈ　
Ｋ　
学　
園　

０
４
２
｜
５
７
２
｜
３
１
５
１

第
４
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
長
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
す

る
選
手
の
皆
さ
ん
（
10
／
26
・
市
役
所
）

第
４
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
長
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
す

る
選
手
の
皆
さ
ん
（
11
／
４
・
市
役
所
）

全　
国　
・　
九　
州　
・　
県　
防　
犯　
協　
会　
連　
合　
会　

表　
彰　
を　
受　
け　
ら　
れ　
た　
皆　
さ　
ん　
お　
よ　
び　

全　
国　
地　
域　
安　
全　
運　
動　
ポ　
ス　
タ　
ー　
の　
部　

で　
優　
秀　
な　
成　
績　
を　
収　
め　
ら　
れ　
た　
大　
村　

中　
学　
校　
の　
生　
徒　
の　
皆　
さ　
ん　

（
10
／
13
・
市
役
所
）

第
17
回
全
国
健
康
福
祉
祭
（
全
国

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
０
４
）
群

馬
大
会
の
長
崎
県
選
手
団
と
し
て

出
場
す
る
選
手
の
皆
さ
ん

（
10
／
12
・
市
役
所
）

第
59
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

長
崎
県
選
手
団
の
一
員
と
し
て
出

場
す
る
大
村
市
関
係
の
監
督
・
選

手
の
皆
さ
ん
（
10
／
14
・
市
役
所
）

高
円
宮
杯
全
日
本
中
学
校
英
語
弁

論
大
会
全
国
大
会
に
出
場
す
る
西

大
村
中
学
校
３
年
の
川
添
汐
莉
さ

ん

（
11
／
２
・
市
役
所
）
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

ご
寄
付

ご
好
意

◎　
香　
典　
返　
し　

す　
こ　
や　
か　
福　
祉　
基　
金　
へ　
▼　
一　
山　
進　
▼　
出　
口　

咲　
子　

福　
重　
住　
民　
セ　
ン　
タ　
ー　
へ　
▼　
山　
口　
タ　
ズ　
エ　

◎　
一　
般　
寄　
付　

す　
こ　
や　
か　
福　
祉　
基　
金　
へ　
▼　
原　
歌　
謡　
ク　
ラ　
ブ　

▼　
九　
州　
電　
力　
大　
村　
営　
業　
所　
▼　
井　
上　
義　
賢　
▼　

大　
村　
市　
シ　
ル　
バ　
ー　
人　
材　
セ　
ン　
タ　
ー　
会　
員　
互　

助　
会　

市　
立　
病　
院　
へ　
▼　
松　
尾　
博　
之　

社　
会　
福　
祉　
協　
議　
会　
へ　
▼　
酒　
井　
礼　
子　
▼　
富　
永　

秀　
俊　

大　
村　
子　
供　
の　
家　
へ　
▼　
赤　
水　
清　
春　
▼　
九　
州　
電　

気　
管　
理　
技　
術　
者　
協　
会　
Ｋ　
Ｇ　
会　
▼　
山　
本　
悟　
▼　

プ　
チ　
モ　
ニ　
▼　
全　
日　
本　
司　
厨　
士　
協　
会　
佐　
世　
保　

支　
部　

泉　
の　
里　
へ　
▼　
登　
貴　
和　
木　
会　
▼　
永　
渕　
屋　
▼　
立　

正　
佼　
成　
会　
諫　
早　
教　
会　
大　
村　
支　
部　
▼　
末　
永　
歌　

謡　
道　
場　
▼　
田　
中　
茂　
夫　
▼　
大　
村　
純　
彦　
▼　
赤　
星　

久　
雄　
▼　
徳　
泉　
川　
内　
町　
内　
会　
▼　
阿　
部　
幸　
恵　
▼　

氏　
原　
千　
鶴　
子　
▼　
中　
嶋　
キ　
ミ　
子　
▼　
野　
島　
歯　
科　

医　
院　
▼　
山　
本　
道　
子　
▼　
富　
永　
セ　
イ　
▼　
高　
見　
美　

恵　
子　
▼　
松　
尾　
正　
春　
▼　
徳　
泉　
川　
内　
老　
人　
ク　
ラ　

ブ　
寿　
会　
▼　
須　
田　
ノ　
木　
老　
春　
ク　
ラ　
ブ　
▼　
石　
田　

な　
つ　
え　
▼　
鎌　
田　
素　
子　
▼　
岩　
本　
和　
子　
▼　
西　
真　

李　
子　
▼　
川　
崎　
マ　
ス　
子　
▼　
鵜　
瀬　
フ　
ジ　
エ　
▼　
氏　

福　
厚　
子　
▼　
出　
口　
安　
隆　
▼　
木　
場　
龍　
踊　
保　
存　
会　

▼　
大　
村　
城　
南　
高　
校　
▼　
大　
村　
中　
学　
校　
▼　
旭　
ケ　

丘　
小　
学　
校　

箕　
望　
荘　
へ　
▼　
圓　
山　
和　
代　
▼　
山　
口　
郁　
江　
▼　
山　

下　
タ　
ミ　
子　
▼　
小　
柳　
節　
子　
▼　
九　
州　
た　
ま　
が　
わ　

▼　
植　
松　
保　
育　
園　
▼　
嵩　
下　
ヒ　
デ　
子　

ベ　
イ　
サ　
イ　
ド　
大　
村　
へ　
▼　
平　
野　
重　
郎　
▼　
阪　
本　

久　
▼　
大　
村　
吟　
詠　
会　
▼　
木　
場　
龍　
踊　
保　
存　
会　

ワ　
ー　
キ　
ン　
グ　
ヒ　
ル　
ズ　
へ　
▼　
安　
野　
し　
ず　
え　
▼　

森　
春　
美　
▼　
吉　
松　
深　
▼　
前　
田　
恵　
佐　
▼　
園　
田　
美　

智　
子　

慈　
恵　
荘　
へ　
▼　
永　
渕　
屋　
▼　
松　
永　
シ　
ズ　
エ　
▼　
辻　

み　
ち　
子　
▼　
菅　
ひ　
ろ　
子　
▼　
赤　
木　
信　
雄　
▼　
下　
川　

信　
義　
▼　
大　
村　
城　
南　
高　
校　
▼　
コ　
ー　
ル　
チ　
ャ　
ン　

ポ　
ン　

う　
ぐ　
い　
す　
の　
丘　
へ　
▼　
郷　
園　
嘉　
憲　
▼　
楠　
本　
善　

信　
▼　
野　
口　
ハ　
ツ　
▼　
徳　
田　
節　
子　
▼　
柳　
原　
憲　
臣　

大　
村　
パ　
ー　
ル　
ハ　
イ　
ム　
へ　
▼　
倉　
石　
秀　
文　

ふ　
る　
里　
へ　
▼　
浦　
崎　
ミ　
ヨ　
子　
▼　
ハ　
ワ　
イ　
ア　
ン　

フ　
ラ　
ダ　
ン　
ス　
「　
プ　
ア　
」　
▼　
並　
波　
み　
ど　
り　
▼　

松　
本　
貴　
代　
子　
▼　
三　
重　
武　
善　
▼　
鶴　
田　
正　
子　
▼　

本　
多　
淳　
子　
▼　
松　
元　
照　
子　

松　
原　
の　
さ　
と　
へ　
▼　
立　
石　
文　
雄　
▼　
華　
の　
会　
▼　

福　
寿　
会　

め　
ぐ　
み　
荘　
へ　
▼　
音　
琴　
ヒ　
サ　
エ　
▼　
平　
野　
ヨ　
シ　

ノ　
▼　
城　
間　
ト　
ク　
▼　
木　
下　
ミ　
エ　

三　
彩　
の　
里　
へ　
▼　
沢　
ノ　
井　
本　
店　

リ　
ハ　
ビ　
リ　
セ　
ン　
タ　
ー　
大　
村　
へ　
▼　
濱　
田　
十　
三　

男　
▼　
田　
中　
英　
雄　
▼　
毛　
利　
ひ　
ろ　
み　
▼　
高　
木　
幸　

子　
▼　
末　
吉　
和　
子　
▼　
福　
重　
和　
孝　
▼　
遠　
藤　
ち　
ふ　

ね　
▼　
村　
田　
恭　
子　
▼　
岩　
崎　
イ　
ワ　
▼　
藤　
本　
勝　
弘　

▼　
垣　
内　
秀　
子　
▼　
港　
満　
寿　
男　
▼　
坂　
本　
良　
久　
▼　

清　
水　
敏　
子　
▼　
吉　
川　
馬　
作　
▼　
草　
野　
鶴　
恵　
▼　
山　

田　
廣　
明　
▼　
吉　
田　
綾　
子　
▼　
池　
田　
昭　
憲　
▼　
原　
口　

カ　
ズ　
子　
▼　
橋　
本　
基　
之　
▼　
鬼　
石　
武　
敏　
▼　
田　
中　

武　
▼　
酒　
井　
澄　
雄　
▼　
林　
田　
シ　
メ　
▼　
川　
尻　
淳　
子　

▼　
一　
瀬　
要　
▼　
加　
瀬　
川　
哲　
文　
▼　
宮　
下　
護　
▼　
岩　

本　
高　
久　
▼　
平　
木　
一　
郎　
▼　
才　
福　
安　
男　
▼　
上　
野　

美　
喜　
雄　
▼　
松　
添　
敬　
▼　
三　
根　
義　
久　
▼　
内　
山　
恵　

夫　
▼　
山　
田　
静　
雄　
▼　
野　
島　
歯　
科　
医　
院　
▼　
松　
尾　

隆　
正　
▼　
神　
近　
利　
夫　
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■人口89,304人（＋88） ■男42,933人（＋42） ■女46,371人（＋46） ■世帯35,146世帯（＋64）
10月末現在　（ ）内は前月比（住基法、外登法に基づく） 「広報おおむら」は再生紙（古紙100％）を使用しています。
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